


















たる事はよからず、只かうぞ、かうこそせめと ひ へしたる心也。此例『古今』 『後撰』の後、をさ〳〵見えず






























も、 歌中に明示された発見の外に、 「私は賞でるぞ」 といった 「真意」を見いだす論法は、幾つかの例で破綻を来すように思う。例えば例２についても工藤論は「個人の現実的本心としては名はもとより惜しい」という心情を見いだす
（注２）
のだが、例２




















だけのこと」と全く認めないのが工藤重矩（一九八三）である。かざし抄 「おほかた・は」を含めて、 「おほかたφ」の「 「全体・一般」の意で解釈が可能」と言い、例えば例１について次のように述べる。






















Ａとして想定するものだ。Ａを反転するだけで非Ａになるからその想定自体は容易であるし、 大概の事は「非Ａのはずはない」と論証する事が難しいから工藤論は成り立つように見える。しかし、 「非Ａ」を想定でき ということとそれが意味されているということとはやはり同じではな 。　
とはいうものの対する『かざし抄』に代表される②の理解
















この 「おほかた ・ に」 については、 田和真紀子 （二〇〇五） が 「連
用修飾に用いられると、 〈一般〉や〈普段〉を表す意味から〈一般的な様子〉 を表す」 述べ、 動詞を修飾した例については 「 特別な関心を持っていない様子〉で動作を行っている様」と記述する通りであろう
（注４）
。特に連用であるという指摘は、例６



































象した一般的性質が、 「おほかたφ」の表すＡである。この用法を［総合］と呼ぶことにすると、 「叙述内容の内部にあってそれを詳しくする」のではなく、 「叙述」に相対して状況の総合的判断を述べる姿勢を表す、若しくはその叙述内容として状況を総合した判断や描写が現れることを示すのであって、この「おほかたφ」は連用副詞ではなく、工藤浩（二〇〇〇）に従えば陳述副詞のうちの、叙法副詞に該当すると考えるべきだと思う。　
なお、 「おほかたφ」の語形で「おほかた・に」の如く連用


















































　「おほかた・は」の語形で表されるものが、 「おほかた・に」の連用副詞か「おほかたφ」の叙法副詞 ように解釈できるならばとりたてて別の用法を立てる必要はない訳だが、結論から言えば否である。前掲１や３ 「おほかた・に」 、 「自分と特別の関わりを持 ない様」で「愛でまい」 「思い捨てよう」などと理解することはできない。また、 「おほかたφ 「一般論」に解消し切れない例が残ることは前述した。や り、 おほかた・に」でも「おほかたφ」でもない、 「ヨク〳〵オモヒカヘシテミレバ のような理解が最もしっくりくるのである。












さて、 連体修飾の場合は、 「おほかた ・ に」が表したような「特
別な関係とは無縁な様」 も （例
15） 、 その場を総合した把握も （例


































提の解消］を区別する。 ［総合］の方で 事態と地続き あることの現れとして、具体的事態ａｂ等を容易に見 だせ し、「おほかたφ」 の直後には単純な描写文が多い。 これに対して 「おほかた ・ は」ではそれは稀で、 矛盾的 ・ 対立的事態による逡巡を、
見いだせる。先述の通り、 ［総合］は事態ａ群から抽象されたＡと関わるのであり、それは別の言い方をすれば事態そのものから一歩離れた描写・判断が働いている訳である。とはいっても、 ［総合］の事態と抽象は地続きであるが、 「おほかた・は」が関わる判断は事態から離れ切ってしまう。前掲２ 例にとれば、 「なぞや我が名の惜しからん」という判断に至る前にあったのは おほつぶねにもの たうびつかはしける」という段階である。 「更に聞き入れず」 窺える おほつぶねに声を掛け続けた段階を踏まえて先の結論に至ったのだから、一段抽象したといってよいか しれないが、それ以上の事態離れを見るのがこの歌の眼目を理解す ことではないだろ か。声を掛けても受け入れられない という事例の集積を総合して得られる判断は、 普通には「相手 自分に気が 」等であって、 「我が名は惜しくない」ではあるま ［総合］の「おほか φ」が事態から一歩離れる程度 すれば、 おほ た・ 」 離れ方は飛躍なのである。次の例
17は、主人公の平中に一度の逢瀬
で捨てられた主人にかける言葉 あるが、恋に破れた女に そもそも考えるな」というの 単なる総合・抽象 超えた忠告である。
17　
この女、 音をのみ泣きて、 物も食はず。つかふ人など、 「お
二四




















また、次は「おほかた・は」が［総合］ 用法に用いられているように見える例であるが、 これは 「おほかたφ」 と係助詞 「は」が結合したものと見てよいだろう（一般と個別の対比が文脈上明らか） 。







































語 用法 用例数 割合

















































これらをなお例外として認めるにしても、 ［前提の解消］が「おほかた ・ は」 の八八％を占める。 「かざし抄」 が冒頭①の意味を 「おほかたφ」に、②を「おほかた・は」に振り分けたのは、傾向を述べたものとして理解する限りは正しい。
結語
　
以上、 「おほかた・に／の」 「おほかたφ」 「おほかた・は」



























































































































　「おほかた ・ の」が今回一四二例集められたのに対し、 「お
二九
参考文献








田和真紀子（二〇〇七） 「おほよそ」 およそ」 意味・機能
史的変遷『外国文学』五六号（ほしの
　
よしゆき／ノートルダム清心女子大学准教授）
です」 （新潮集成）のように解するのは、 「いざ…せむ」の語法として無理があるだろう。
　
10　
ただ、事態に依然関わりを持つ［総合］とそれから離れ
切る［前提の解消］が、叙法副詞の下位分類に収まっていてよいか等、副詞をどう組織す かとい 問題と密接な考察の余地が残される。
　
11　「その他」 は次の三例。
33・
34は名詞といってよいだろう。
35は意味的には連用のそれであると考えられる。
33　
…おほかたにつけては、いづれの皇女たちをも、よ
そに聞き放ちたてまつるべきにもあらねど、またかくとりわきて聞きおきたてまつりてむをば…
	
【源氏物語・若菜上】
34　
六条院にも、おほかたにつけてだに、世にめやすき
人のなくなるをば惜しみたまふ御心に、まして、これは…
	
　　
【源氏物語・横笛】
35　
我がたちて着るこそうけれ夏衣おほかたとのみ見べ
き薄さを
	
【後撰集・巻十四・恋六 ・ 一〇五四】
　
12　
この例は中古の用例ではないので前掲の〈表〉 計上し
ていない。
